
東京外国為替市場委員会 第 295回会合 議事録 

 

開催日時 2026年 10月 13日 

場 所   日本銀行 

議  長 井上 吉康 

副 議 長 大澤 孝元 

副 議 長 小橋 暁史 

書 記 山田 健 

出 席 者 22名（ISDA からの参加者を除く） 

 

Ⅰ．2026 ISDA FX Definitions について 

ISDA の森田氏と中村氏をお招きし、ISDA と EMTA が本年 3 月に公表した 2026 ISDA FX 

Definitionsの内容についてご説明いただきました。 

2026 FX Definitionsは 1998 FX and Currency Option Definitions を約 30年ぶりに全

面的にアップデートするもので、2027 年 11 月 22 日に業界全体での導入が予定されていま

す。同日以降は 2026 FX Definitions が FXデリバティブ取引の市場標準となり、SWIFTに

ついては 1998 Definitions のサポートを終了する予定となっています。こうした中、ISDA

の 2名からは、今回の改訂の概要、主な変更点などが共有されました。 

参加者からは、マニュアルと実務面の相違についてや、今後のシステム改修にかかるスケ

ジュール感などが確認されました。 

Ⅱ．BCP WEB 契約書再締結レビューの件  

井上議長より、前回会合で共有された BCP WEBの新契約書追加条項について、法律・コン

プライアンス小委での議論の進捗が共有されました。また、BCP WEBが不正アクセスを受け

たという情報が共有され、続報が入り次第共有される旨連絡がありました。 

Ⅲ．BCP訓練について 

小橋副議長より、全銀協で行われた BCP 訓練の内容について共有があり、11 月の３市場

合同訓練との共通点や相違点について共有がありました。 

Ⅳ．その他 

 山田書記より、次回の夕食懇談会を来年 2 月 22 日（月）に実施する予定である旨の情報

共有がありました。  

 小林委員より、欧州の決済期間短縮について、米国株の決済日短縮の際と同様のスケジ

ュール感で、運営・オペレーション小委にて対応を行う旨が共有されたほか、何か情報があ

れば適宜本委員会にて情報共有を行う方向性が示されました。 

 

 

 

 

以 上 



（ 別 紙 １） 

 

 

東京外国為替市場委員会委員名簿（10月 13日現在） 

 

＜委員＞   

議長・BCP 小委員長 ○井上 吉康 （モルガンスタンレーMUFG証券） 

副議長・E コマース小委員長 ○大澤 孝元 （バークレイズ銀行） 

副議長・Code Of Conduct 小委員長 ○小橋 暁史 （みずほ銀行） 

書記 ○山田 健 （日本銀行） 

運営・オペレーション小委員長 〇寺脇 一紀 （三菱 UFJ 信託銀行） 

広報小委員長 ○福田 京子 （ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ銀行） 

法律・コンプライアンス小委員長 時田 剛 （三井住友信託銀行） 

教育小委員長 〇高山 典大 （野村證券） 

市場調査・バイサイド小委員長 ○田口 敬之 （三井住友銀行） 

 星野 昭 （シティグループ証券） 

 〇小林 良平 （JP モルガン・チェース銀行） 

 〇十時 潤一郎 （上田東短フォレックス） 

 ○宗川 雄視 （LSEG） 

 ○平島 圭志 （CLS） 

 ○大熊 貴之 （野村アセットマネジメント） 

 ○井上 裕嗣 （BNP パリバ銀行） 

 〇山崎 照永 （EBS ﾃﾞｨｰﾘﾝｸﾞﾘｿｰｼｽｼﾞｬﾊﾟﾝ） 

 ○小川 和宏 （ドイツ証券） 

＜準委員＞   

 ○星 義浩 （ﾏﾈｰ･ﾌﾞﾛｰｶｰｽﾞ･ｱｿｼｴｲｼｮﾝ） 

 〇野村 拓美 （三菱 UFJ 銀行） 

 〇南 英明 （みずほ銀行） 

 ○由良 啓輔 （バークレイズ銀行） 

 ○平田 拓也 （三井住友銀行） 

 〇木村 海渡 （日本銀行） 

＜オブザーバー＞   

 浅見 万葉 （財務省） 

 

(注) 敬称略（順不同）。○は今回出席。 

 



（ 別 紙 ２） 

 

 

ISDA からの参加者 

 

森田 智子 東京事務所長 

中村 啓祐 ディレクター 

 

(注) 敬称略（順不同）。 

 

 


